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１ 研究の意図 

（１） 研究の動機 

小学校において、本年度から、新学習指導要領が完全実施された。本改訂では、知識

基盤社会といわれる今日にますます重要となる「生きる力」をはぐくむという理念を、

文部科学省と学校関係者や保護者、社会との間で共通理解し、実現するために、確かな

学力、豊かな心、健やかな体についての内容や指導の質的向上を図る具体的な手立てが

示された。その一つとして体験活動の充実が挙げられる。体験活動によって、基礎的・

基本的な知識及び技能を活用することや質の高い学びをすること、他者、社会、自然・

環境とのかかわりの中で、より好ましい人間関係を築いたり、自信を回復したりするこ

とが求められている。 

山口県教育において、体験活動の充実は「思いやりのある豊かな心の育成」の一つの

柱となっており、全国的に見てもこれまで先進的な取組がなされてきた。 

その一つとして実施されてきた、アウトワードバウンドスクール（以下、OBS）の教

育手法を取り入れた「原始に生きる防長っ子キャンプ」から、現在の「心の冒険サマー

スクール（チャレンジ・クエストプログラム）」に至るまで、私自身もスタッフとして関

わってきている。少人数の子どもたちがグループとなって長期間ともに生活し、最初に

基本的な知識や技術を学び、その後は自分たち

で気付き合い成長し合うこのキャンプは、新学

習指導要領と同じ方向を指し示すと考える。 

このキャンプで培った魅力的な手法を学級                  

経営に生かしたいと考えてきた。しかし、キャ

ンプと学級の人数の違いや表１のような要因か

ら、一人ひとりに焦点をあて、じっくり待って

成長を促すということが十分できずにいた。 

そんな折、長期に大自然の中で実施しなくて

も OBS と同様の教育効果が得られるというプ

ロジェクトアドベンチャー（以下、PA）や AFPY

（ Adventure Friendship Program in 

Yamaguchi）という教育手法に出会った。学ん

だことを学級へもち帰り、児童に協力体験・信

頼関係を築く経験をさせるために、いくつかの

アクティビティに挑戦してみた。しかし、これ

もなかなか学級経営にうまく結びついていかな

かった。 

学級経営にこのような教育手法を取り入れることを困難にしている要因は果たして何

か。この要因をつきつめていくことで、より高い教育効果が期待できると思われる。学級

表1 学級経営に活用できなかった要因 

・いつ何をどうしていいのかが分から

ないこと。 

・グループの発達段階が違うこと。〈実

態に合った活動でない〉 

・担任の見方、関わり方、性格、力量

などが違うこと。 

・経験どおりにいかないこと。〈モチベ

ーションの違い、発達年齢の違い、

状況の違い〉 

・グループの課題や目標が違うこと。 

・時間が十分取れないこと。 

・人数が多いこと。 

・ふりかえりをその後の学級経営に生

かせていないこと。 

・理論の理解が十分でないこと。 
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経営でよりよい人間関係づくりをしていく上で、AFPYをはじめとしたこれらの手法を有

効に活用できるようになりたいと思い本研究に取り組んだ。 

（２） 研究の仮説 

  いろいろな要因（表 1）をあげたが、最大の要因は、グループの実態に合わせた活動を

仕組むことができなかったからではないかと考え、ねらいという観点から体験活動に迫

ることにした。 

グループの実態に合わせた体験活動を仕組むことができれば、子どもたちの人間関係は

よりよいものとなり、一人ひとりの成長が期待できる。 

 

２ 研究の内容 

（１）研究の方法 

① とくさがみね森のチャレンジコース（以下、森チャレ）や AFPYを使ったグループ

の指導を通して、子どもたちの様子やふりかえりの言葉を見取り考察する。また、客

観的に分析するため、事後アンケートを実施する。 

② 心の冒険サマースクールの指導を通して、子どもたちの様子やアンケートから成

果を分析する。 

（２）森チャレの指導 

① 森チャレの目的 

十種ヶ峰青少年野外活動センターには、PA の教

育手法を最大限に活用できる、合計 36種 43基のハ

イ・ローのエレメントがある。（図１）森チャレは

人を信頼する心を養ったり、自分自身を見つめ直し

て成長したりするために、必要な挑戦や葛藤を体験

し、達成感を得るための活動である。 

  ② PAの手法                図１ とくさがみね森のチャレンジコースエレメント図 

 PA は OBS（※P11 後述）のようなアドベンチャー活動をもっと身近に感じるために、

学校教育に組み込もうという考えから生まれた教育手法である。プログラムを通して、

安心して心を開ける環境を生み出し、自己防衛の心の壁を低くすることで、お互いの信

頼関係を深め、感じたことを率直に表現し合う関係づくりをしていく。一人ひとりが新

しい自分自身を発見するだけでなく、グループの一人ひとりがお互いに人間的な成長を

図ることをめざしている。 

  ③ 研究の対象とした森チャレの事例  

○事例１：Ａ高等学校（以下、Ａ校）の実践事例 

Ａ校は高校 1年生・160名の団体で、9月 5、6日の 1泊 2日の日程で研修を行った。

10 グループに分かれ、1日目の午後に 5 グループ、2日目の午前中に残りの 5グループ

が森チャレをおよそ 3時間で実施した。Ａ校が森チャレを行うねらいとして、「人間関係 
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の深化・協力体制の確立」をあげていた。このねらい

は入学当初から当該の生徒たちに身に付けさせたい力

として、先生方が設定したものである。               

この事例では、1 日目と 2 日目で研修生の満足度が

大きく異なったことが特徴的であった。そのことは、

ファシリテーターとして、生徒の反応を見ながら大変

気になった点である。次に示す表２はＡ校に対して行         

図２ ヘリウムフープ    った活動を時系列にまとめたものである。 

表２ Ａ校の活動内容 

1 日目のグループ（17 人）では、生徒のモチベーション・体調を知るために、最初に

セルフチェックを行った。その結果、100％を示す生徒が一人もいないだけでなく、マイ

ナスを示す生徒が何人かいて、モチベーションは非常に低いように感じた。「人間関係の

深化」をねらいとして活動を予定していたが、本気で取り組めるのか、恥ずかしさやや

らされているという気持ちが先行し、いい加減にしてごまかしたり、茶化したりする可

能性があることが把握できた。また、男女や親しい友人の関係を超えて誰とでも進んで

関わるように要求することは課題として高いものであるように思われた。 

そこで、活動のねらいを「一歩踏み出してみんなの前でエラーを楽しむ」ことから「様々

な人と活動することの楽しさやお互いのよさを感じ、思わず一生懸命になることを経験

組み立て 活動の予定 変更 1日目の実際の活動 2日目の実際の活動 

からだ・心ほぐし 

 

エラーを楽しむ 

 

コミュニケーション  

 

 

 

 

 

 

課題解決 

 

信頼関係 

ネーム紹介 

 

ルックダウンルックアップ 

ジップザップ 

あいこじゃんけん 

 

 

ネームトス 

 

 

 

 

ジャイアントシーソー 

ビート 

 

 

→× 

→× 

 

 

 

 

 

 

△← 

セルフチェック 

ネーム紹介 

 

 

カウントアップ 

あいこじゃんけん 

バースデーラインナップ 

ネームトス 

ネームストレッチ 

ヘリウムフープ（図 2） 

チキンベースボール 

（雨天により中止：チーム編

成まで） 

ニトロクロッシング 

ネーム紹介 

7－11 

 

 

イタリアンゴルフ（３人組） 

王様と山賊 

バースデーラインナップ 

 

 

 

 

 

シークレットコード 

ネームジャグ 

モホークウォーク 

TPシャッフル 

ブラインドおにごっこ 
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する」ことへ変えることにした。予定していた「ルックダウンルックアップ」や「ジッ

プザップ」は一歩踏み出したり、エラーを楽しんだりする要素が強いため、本事例では

回避した。 

  生徒たちは活動に対して言われたことはとりあえずやっていた。ただ、雨のために野

外での活動が制限され、チキンベースボールができなくなったことや全体の人数が多か

ったため、活動スペースが十分にとれなかったことは活動を活発にすることができなか

った要因の一つといえる。また、ローエレメントは生徒どうしの接触が少ないジャイア

ントシーソーで課題解決を実施したかったが、他の班の活動との兼ね合いから、ニトロ

クロッシングを選択せざるを得なくなった。         

このようなことが重なった結果、活動のふり

かえりをしようとしても、生徒から意見が出ず、

うまくねらいを伝えることができなかった。私

自身、時間がとても長く感じられた。生徒も同

様に感じていたように思う。 

  2日目のグループ（13人）では、前日の課題

を踏まえて、「みんなで楽しく活動すること」を

ねらいとして活動を組み立てた。最初からねら     図３ TPシャッフル 

いを変えたことで、生徒に合わせた内容にすることができた。              

積極的に相手と関わろうとする姿や失敗しても何度もチャレンジする姿から、ネーム

ジャグや TPシャッフル（図３）など男女間の距離が縮まる活動を仕組むことにした。ふ

りかえりの「男女で協力してできたのでよかった」や「～さんがリーダーシップをとっ

てくれてかっこよかった」といった感想からも伺えるように、研修の時間は足りないく

らいで、生徒たちは満足した表情で活動を終えることができた。  

○事例２：Ｂ小学校（以下、Ｂ校）の実践事例 

Ｂ校は小学 4・5年生計 34人の団体で、10月 3、4日の 1泊 2日の日程で研修を行っ

た。（表３）1日目の午前中に全体で AFPYを実施し、1日目の午後から 3グループに分

かれて、2日目の午前中まで森チャレを行った。Ｂ校の森チャレは「集団のきまり、協力、

思いやり、よさを見つける」ことをねらいとしていた。 

入所してすぐに実施した全体 AFPY では、どの児童も一生懸命に取り組んでいた。フ

ァシリテーターの話を静かに聞いて、反応もとてもよかった。また、バンパー・ギアチ

ェンジでは、狭い空間をぶつからないように歩くことができていた。 

午後からは、グループ（11 人）で活動した。みんなでドーナツ状のラバーリングをつ

ないでゴールするイタリアンゴルフでは、一人ひとりがチームにいかに関わることがで

きるかを話し合い、チャレンジの仕方を決めていた。得意な児童は遠くまで飛ばし、苦

手な児童は近い距離で手渡すといった工夫が見られたが、その反面で何度も落してはや

り直していくうちに、「本当にできるのか」と気持ちが弱くなった児童もいた。しかし、
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「よし、次こそがんばろう」とい 

うリーダーの声かけに他の児童も   

呼応して、1時間近く活動を続け、   

ゴールすることができた。 

Ｂ校には、指導に配慮を要する

ａさんがいた。ａさんは入所式の

ときから、ポケットのティッシュ

で音を出したり、他の児童とは少

し違う動きをしたりして、集団の

中での行動が気になる児童だっ

た。先生のお話では、「いつもな

らこのイタリアンゴルフのよう

には集中力が継続しない」とのこ

とだった。しかし、今回の活動で

は、ａさんもみんなと一緒にゴー

ルするまで続けることができた。

「あきらめなければできる」や

「達成できてうれしい」、「みんな

で一つのことに向かっていくの

がよかった」といった児童の感想

からは、ａさんだけでなく、すべ

ての児童が最後まで何度もチャレンジし、

大きな達成感を得られたことが分かる。 

 また、平行ロープ（※１）では一人ひと

りが高さへの恐怖を抱きながら、自分の意

思で目標地点を設定して挑戦した。はしご

を支える人、ロープの処理をする人とそれ

ぞれが自分の役割を果たしながら、チャレ

ンジしている人を応援し、しっかり見守っ

ていた。そのような様子を見て、それまで

「絶対に挑戦しない」と言っていたａさんもみんなとともに役割を受けもち、活動する

ようになっていった。自分の順番が回ってくると、ａさんはスモールステップで目標を

設定しながら進んでいき、最後まで到達することができた。ａさんは「やってよかった」

と自信をもって帰っていくことができた。全員の挑戦が終わったことを喜びあう姿やふ

りかえりの様子から、一人ひとりが恐怖心に向き合っているときに、「友達からの励まし

の声、支え」や「限界に挑戦しようとする友達の姿」に力をもらったこと、それらに支

形態 組み立て 活動名 

全員 

 

 

 

 

 

グループ  

 

 

 

 

全体 AFPY 

 

 

 

 

 

からだ・心ほぐし 

 

 

エラーを楽しむ 

コミュニケーション  

 

 

 

課題解決 

信頼関係 

手組み 

フライングソーセージ 

バンパー、ギア 1・2・3 

しろくまくん 

何時かな？ 

キャンプネーム 

ネーム紹介 

ネームトス 

ピンボール 

エネルギータグ 

ジップザップ（図４） 

ことばづくり 

ことばづくり（見せないで）

バースデーラインナップ 

イタリアンゴルフ 

ジャイアントシーソー 

平行ロープ 

図４ ジップザップ 

表３ Ｂ校の活動内容 
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えられ、「自分自身で乗り越えた達成感」を得られたことが伝わってきた。これらの活動

を通して、「協力することや他の人のよさを見つける」という目標が達成できたといえる。 

（※１）平行ロープはハイエレメントの一つで、高さ 10ｍほどの高さまではしごやス

テープルを使って登り、横に張られたワイヤーの上を、平行に渡されたロープをもっ

て移動する活動である。チャレンジは一人ずつ、命綱、ヘルメット等の安全管理をし

て行う。また、はしごを支えたり、命綱の処理をしたりする作業によって、安全に活

動ができるよう、仲間どうしで助け合う場面が出てくる。 

 ④ 事例からの考察 

事例をより効果的に分析するために、事後アンケートを実施した。このアンケートの

目的はファシリテーターが活動をしていく上で感じてほしいねらいが研修生に感じられ

たかどうかを確かめるものである。感じられていればねらいは達成できたと考えた。こ

のアンケートは引率者を対象として行った。（P9※2） 

その結果をグラフに表したものが図５で 

ある。事例であげた 2校のねらいが達成でき

たと感じた割合はＡ校が 68％、Ｂ校が 100％

であった。この数字の違いは指導をしながら

感じたことと一致しており、Ａ校の生徒の達

成度が低くなったこと及び効果に違いが出

た理由を次のように考えた。 

（ア） 研修生の実態とねらいの設定 

  Ａ校の先生方が設定した「人間関係の深

化・信頼関係の構築」というねらいは、人間関係づくりにおいて大切な視点であること

は言うまでもない。ただし、所属する学科が違うだけでなく、初めて一緒に活動したメ

ンバーもいたという研修生の実態を把握できていなかったため、実態に合わせた活動を

仕組むことができていなかった。名前を覚え合うところから、もっと丁寧に行えばよか

ったと残念に思う。また、グループとして、話し合ったり協力したりして課題を解決し

ていく関係になる以前に、お互いをもっと知る段階であったことをからだ・心ほぐしの

時点で把握し、ねらいを設定ないし変更することができれば、違った結果を得られたと

考えられる。 

  一方のＢ校では、児童のモチベーションが高く、小規模校なのでお互いのことを大体

知っている間柄である。その中で、「今まで気付かなかったお互いのよさを知ること」や

「実感が伴いにくい協力について、課題を通して体験し、生活に結び付けていく」とい

う現在の段階に合ったねらいが設定してあり、それに合った活動が仕組めたのではない

かと思う。 

  最終的には、ねらいは外部の者が思い込みで決めるものではなく、自分たちがどうな

りたいかという内発的な気持ちが伴ったものでないとグループに合ったものにはならな

0

10

20

30

40

50

60

A校 B校

感じた

どちらかという
と感じた

あまり感じな
かった

感じなかった

図５ 事例校のねらい達成度 
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いといえる。 

下表（表４）には、タックマン（1938～，アメリカの教育心理学者）の理論を基にし

た「グループの発達段階」を示した。フォーミング（形成期）からノーミング（標準期）

まではグループの状況やできごとにより、それぞれの段階を行き来するといわれている。

グループの発達段階がどのあたりかを見極め、成長に向けて活動を仕組んでいくと、よ

り効果的な指導につながるといえる。 

表４ グループの発達段階 

段階 特徴 必要な課題（ねらい） 

フォーミング 

（形成期） 

探り合い 

依存 

・お互いに近すぎない距離を保ちつつ、

活動に臨んでいる 

・ファシリテーターへの依存が強く、

グループの中のリーダー性の強い人

の一言でグループの動きが決まるこ

とがある 

・共通点や相違点を知ること 

・課題に向き合うこと 

ストーミング 

（混乱期） 

本音のぶつかり

合い 

・本音でグループに自分の気持ちを表

現することが見られる 

・意見の対立やリーダーの権力で進ん

できたことに対しての自分の気持ち

を伝える 

・それぞれが意見を主張する 

・グループ内の葛藤（闘争）がある 

・課題の要求に対して感情的に反応す 

ること 

ノーミング 

（標準期） 

グループメンバ

ーへの心の解放 

規律形成 

・メンバーの心が開かれて一体感が生

まれてくる 

・グループとしての方向性が高まり、

言葉や文字でその方向性を確認し合

いながら活動を進めることから、特

に表現しなくても同じ方向に向かっ

ているという安心感が生まれ、結束

力が高まる場面が増える 

・さまざまな感情、感じるタイミング 

の違いを共有すること 

・お互いが同じ方向に向かうこと 

・安心できる環境ができていくことを 

めざすこと 

・本質的な個人の考えを表現すること 

パフォーミング 

（成就期） 

創造的行動 

・メンバーお互いに余計な遠慮がなく、

メンバー全員がそれぞれ惜しみなく

力を発揮する 

・グループのもつエネルギーがスムー

スに課題解決に向かうようになる 

・様々な課題に積極的にチャレンジし、

どんな困難にも前向きで積極的に自

分たちの力を試していくこと 

アジャーニング、

セパレーション 

・より高次の目標を求めて集団が解体

する 

・様々な体験を通してグループで得た 

学びを日常の場所で使えるように改
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（イ）時間的な制限、前後の活動 

   Ａ校は、昨年度人間関係づくり実践プロジェクトを実施し、職員間でも人間関係づく

りの重要性を意識して実践にあたっておられた。今回の研修の時点では、対象の 1 年生

についてはまだ十分に人間関係づくりが進んでいなかったようで、この研修自体が「人

間関係づくり」を目的としていた。それならばもっと時間をかけ、段階を踏んで活動を

進めていれば、また違った結果が得られたのではないかと思う。グループの成長にはそ

れなりの時間が必要である。そのきっかけづくりであるとしても、もっと時間があれば

よかったと感じた。学校に帰ってからの継続してのアプローチも必要であろう。学校の

先生とふりかえりの共有ができると、その後の学校生活での働きかけが円滑に進むかも

しれない。一方のＢ校は全体 AFPY を経て、二日かけての活動だった。そのため、Ａ校

に比べると変化も見えやすく、少しずつルールづくりが進み、ねらいとしたこともある

程度伝えられた。 

（ウ）発達の段階 

Ａ校の生徒は高校生であり、思春期の真っ只中である。日常的に男女が交流をしてい

ない状況で、短い時間で親しくなり、課題解決をするには少し無理があったように思う。

また、同じ学校、年齢の生徒たちであっても、違う班の生徒では全く反応が違うことが

分かった。研修生に合わせて、臨機応変に組み立てを変えて活動を仕組めるファシリテ

ーターが理想的である。 

（エ）空間的な制約 

雨が降ったこと、また全体の人数が多いために活動する場所が制限されたことで、      

臨機応変にしようと思っても、したい活動ができなかった。身体をしっかり動かせる空

間が確保できると反応も違っていたのではないだろうか。 

（※2）  アンケートについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

このアンケートは 6校に協力していただき実施した。それぞれの学校の学年・規模・

・別れと終焉への心配な気持ちを感じ （散会期） 

グループの解散  る 

めて活動のスタートから終わりまで

をふりかえり、それぞれが自分の中に

体験からの学びを蓄えてグループの

活動を終わること 
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図６ 学校別森チャレねらい達成度 
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森チャレ実施時間は次のとおりである。また、アンケート項目は表５のとおりである。

6校のアンケートの結果をグラフに表したのが図６である。 

Ａ校：高校 1年生・160名。森チャレ 0.5日   

Ｂ校：小学 4、5年生・34名。森チャレ 1日 

Ｃ校：小学 5年生・96名。森チャレ 0.5日     

Ｄ校：中学 1～3年生・24名。森チャレ 1.5日 

Ｅ校：中学 1～3年生・50名。森チャレ 1日    

Ｆ校：高校 2年生・27名。森チャレ 2.5日 

＜アンケート結果（図７）＞ 

全体的にいえること 

「そう思う」「どちらか

というとそう思う」が回

答の 92％を占めた。一方、

「あまり思わない」「そう

思わない」は 8％にとど

まった。ファシリテータ

ーが伝えたかった内容は

ほぼ研修生に伝わってお

り、90％以上が達成でき

ていることが分かる。 

 90％に届かなかった項

目は「自分の考えを伝え

ることで、課題達成に一

歩近づくと感じていた

（81％）」「誰の意見でも

よく聞くことは大切だと

感じていた（89％）」「誰

もが 大切な存在である

と感じていた（86％）」「信

頼して任せることの大切

さを感じていた（86％）」

「失敗しても批判されな

いのは心地よいと感じて

いた（83％）」「自分のよ

さを感じていた、自己肯

定感（84％）」「全力で課題に向かって行動する気持ちよさを感じていた（89％）」「気持

表５ アンケート項目（ファシリテーターのねらい） 

・協力は大切だと感じ、その方法を見つける。   

・みんなで一つの課題に向かって活動することは気持ちよいと感 

じる。 

・一人ひとりが自分の役割を果たすことは大切だと感じる。    

・みんながアイデアを出し合うことは大切だと感じる。      

・誰の意見でもよく聞くことは大切だと感じる。          

・仲間同士の励まし合いや、ねぎらいの言葉が心地よいと感じる。  

・誰とでも力を合わせることは大切だと感じる。         

・仲間のよいところを見つける。                

・信頼することの大切さを感じる。     

・仲間がいることは心地よいと感じる。            

・誰もが大切な存在であると感じる。               

・信頼して任せることの大切さを感じる。             

・失敗しても批判されないのは心地よいと感じる。         

・自分のよさを感じる。自己肯定感    

・あきらめなければできると感じる。 

・自分の考えを伝えることで、課題達成に一歩近づくと感じる。  

・全力で課題に向かって行動する気持ちよさを感じる。  

・他の人の気持ちを考えることができる。 

・気持ちが前向きになるよう言葉に気を付けるよさを感じる。  

・行動することの大切さ・方法を見つける。   

・勇気をもって一歩踏み出すよさを感じる。           

・自分の考えを人に伝えることの大切さを感じる。        

・失敗をおそれず、まずやってみることが大切だと感じる。    

協 

力 

信 

頼 

自
己
肯
定
感 

行 

動 
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図８ 移動キャンプの様子 

ちが前向きになるよう言葉に気を付けるよさを感じていた(89％)」「自分の考えを人に伝

えることの大切さを感じていた（89％）」などであった。 

評価の低かったこれらの項目は行動や声かけなどの目に見えることよりも、感じるこ

とをテーマにした項目が多い。そのため、比較的ファシリテーターが伝えることが難し

い内容なのかもしれない。 

評価の高い学校とそうでない学校との違い 

 さらに、グラフを分析していくと、学校によって評価に差があることが分かる。その

理由は、先にも述べたように研修生のモチベーションやグループの発達段階の違いなど

が考えられるが、どちらかというと、「人数が多い学校の方が低く、森チャレを行った時

間が短い学校の方が低い」という傾向になっている。他にも、学校の取組体制なども関

係しているかもしれないが、ここではそこまで特定することはできなかった。 

 

図７ アンケート結果 

（３）心の冒険サマースクール 

  ① OBSという手法 

   OBS はイギリスで始まった野外教育機

関で、現在世界各地に広がっている。大自

然の中での長期移動キャンプ（図８）、異

年齢集団によるグループワーク、自立性を

尊重したさりげない支援、環境に配慮した

ミニマムインパクトなどの特徴をもつ。自

然の中において劇的な経験を強いること
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図９ 気合の入るメンバー 

で、青少年が様々なことにふれあい、自分や他人を尊ぶことのできる価値観の形成、奉

仕することの素晴らしさ、好奇心・探究心・不屈の精神を身に付けていくこと、そして

そこで得た力を日常生活に生かしていくことを目標としている。 

 ② 研修の対象とした心の冒険サマースクールの実践事例 

○事例１：チャレンジプログラムの実践事例 

チャレンジプログラムは県内の小学生 5、6年生を対象とした、8 泊 9日の OBSの手

法を活用したキャンプである。私は女子 8人（5年生 3人、6年生 5人）の班をインスト

ラクターとして担当した。 

参加者に対して「もうだめだと思ったこ

とをみんなで力を合わせ、これまでにない

力を出しきることで乗り切り、新たな自信

をもち、仲間のよさを感じて帰る」という

ねらいで、本プログラムに臨んだ。 

1 日目。どの参加者も緊張気味だったた

め、インストラクターから参加者に気軽に

話しかけるようにし、打ち解けやすい雰囲

気づくりを心がけた。そのため、事前説明

会に来られなかった参加者もすぐに溶け込

んだ。また、それぞれの参加者からは、やる気が感じられた。（図９）しかし、自分が背

負わなくてはならない荷物の重さを知り、歩き始めると、今まで背負ったことがない重

さに顔をゆがめた。翌日の歩く距離の長さを地図で確認すると、さらに不安そうな表情

になった。その夜のミーティングでは、自分たちが抱いてきた目標を確認し合い、翌日

からの活動へ意欲付けをした。 

2日目。お昼前頃、朝は元気だったｂさんが急にお腹が痛いと動かなくなった。明るく

元気で、前向きな言葉の多かったｂさんは、もう一歩も進めないと体を折り曲げて泣い

ている。時間がどんどん過ぎることが気になるが、進みたくても進めないという状況だ

った。しばらく様子をみて、これからどうするかみんなで話し合う場を設定した。「今日

のゴールに向かって早く行きたい」「ｂさんは歩けないのに行けない」「がんばっている

ｂさんの力になりたい」「もう自分も精一杯なのでこれ以上荷物は持てない」「もっと休

みたい」と、それぞれの思いを出し合った。結論として、持てる者がｂさんの荷物を分

けて持つということになり、少し休んだｂさんはなんとか食事のできそうな広い道まで

歩くことができた。参加者一人ひとりはすでに自分の限界だと思う荷物を持っていたが、

自分にもっと負荷をかけるチャレンジを選択し、やり遂げたのである。どうにかｂさん

の体調は回復したが、時間的余裕は少なくなっていた。参加者だけでは現在地を確認す

ることは難しく、足元はふらつき、不安な気持ちでいっぱいになっていった。まだ 2 日

目だということも考慮して、最終的にはインストラクターが先頭に立ってペースをつく



 - 13 - 

〈参加者の感想〉 

・テントをたてる時やご飯を作るときに、自分のことだけでなく、みんなのことも考

えられるようになった。 

・高岳に登るときやご飯を作るとき、1 人ではできないことも、みんなで協力したら

やり遂げられた。 

・前は恥ずかしかったりして自分から話しかけられなかったけれど、積極的になった 

りながら進んだ。傾斜のある下り坂では、荷物が重く歩き慣れてない参加者たちは転げ

たり滑ったりの連続であった。中には涙を流している者もいた。けれど、乗り越えられ

る力が参加者にはあると信じて、ぐいぐい引っ張るように歩いた。ようやく目的地に到

着した夜のふりかえりでは、「みんながいたから行けた」や「気力でがんばった」「すご

く大変だったけど着けてうれしい」などの仲間の存在への感謝や今日がんばり抜いたこ

とへの自信を確認することができた。 

3日目、4日目と重い荷物を背負って歩き続け、4日目の夜にはソロを迎えた。ソロと

は一人で過ごす時間で、じっと動かず自分の作った寝る場所で一晩過ごす活動である。

静かに体を休め、自分自身と向き合う時間だが、テントの外であるため、暗さや寂しさ

がストレスとなり、一人では過ごせない者もいた。ｃさんは目が覚めると不安で寂しさ

が募り、涙が出た。そこでインストラクターの一人がｃさんの場所に一緒に寝ることに

した。ｃさんはソロの夜を自分の場所で過ごし、朝を迎えることができた。そのメンバ

ーのレベルに合わせた挑戦を認め達成させることで、自信や満足感につなげられた。 

ソロが明けてから、ミーティングでソロ中に考えたことをゆっくり聞き合ったため、

参加者一人ひとりが日常生活における自分自身のことを話せるようになってきた。また、

相変わらず夜になると泣いてしまう者はいるが、みんなの前でも泣けるようになってき

た。そしてだんだん言いたいことが言い合える雰囲気になった。6日目、7日目はファイ

ナルツアーと称して、参加者はインストラクターから離れて歩いた。コース終盤といっ

ても、きつさ、重さともに軽くなるわけではなく、体調の悪くなる参加者が次々に出て

きたし、生活に必要な役割をそれぞれ分担しているので、その責任に押しつぶされそう

にもなっていた。インストラクターは参加者に問題を共有させるようにするが、解決に

ついては参加者どうしに任せて待つ姿勢で関わるようにしたため、次第に自分たち自身

で解決の方法を考え、助け合えるようになっていった。そして 7 日目は、ついに自分た

ちだけで山頂に至ることができた。 

最終日のパーソナルラン（個人ラン）では、これからの旅立ちに向けて、自分のゴー

ルに向かって一人ひとりが生き生きした表情で帰ってきた。 

8人それぞれに悩みや課題をもつ参加者たちであったが、自分たちの力で困難な課題を

一つ一つ乗り越え、9日間の行程を見事に達成することができ、仲間意識が高まり、自信

をもつことができた。日頃の悩みを少しでも解決に向かわせるエネルギーを得て帰って

いったのではないかと思う。 



 - 14 - 

図 10 雨の中の移動 

○事例２：クエストプログラムの実践事例 

  クエストプログラムは県内の中高生を対象とした 8 泊 9 日のキャンプである。私は女

子 5人（中 1年生 1人、中 2年生 3人、中 3年生 1人）の班をインストラクターとして

担当した。 

チャレンジと同様に、参加者に「自分の限界だと思ったことに対してみんなで力を合

わせ、これまでにない力を出しきることで乗りきり、新たな自信をもち、仲間のよさを

感じて帰る」というねらいで実施した。 

ｄさんは明るく、積極的な面があり、言われたことはなるべく努力しようという性格

のもち主である。しかしながら、想像していた以上に険しい道を重い荷物を担いで歩い

て行くので、2日目の途中からしきりに「もういやだ」や「帰りたい」という言葉を発し、

一日中泣いていた。時々座り込んで動かなくなるときもあった。 

 2日目から雨が降り出した。身体は濡れ、急斜面ばかりで落ちそうになり進むのが怖く、

荷物は重く立ちあがるのもやっとの状態。

身体はあちこちが痛くなり、優しい言葉を

かけてくれる家族もそばにいない。暑いし、

あせもができてかゆくなる。夜は寒い。…

といったストレスと不安でｄさんは逃げ

出したくなっていた。「もう帰る」、「おか

あさん」と泣き続けたが、その反面でｄさ

んの中にはやり遂げたい気持ちがあった。

そのことは、みんなから離れないことや口

では様々なことは言いながらも、最後には

自分でちゃんと立ち上がって歩き出すところから伝わってきた。（図 10） 

 最初はｄさんが泣くと、他のメンバーは励まし、力になろうとしていた。しかし、自

分たちも限界に近い中で、余計に気持ちがイライラしてきて、ｄさんにだんだん冷たく

あたったり、厳しい口調で「もう泣かんで」と注意したりした。インストラクターから

見て、他のメンバーの心の中に、「一緒にいなければいいのに」という気持ちが芽生え始

と思う。仲間がいると何でも気軽に話せるし、協力し合える。 

・前だけを見るんじゃなくて、まわりを見て手伝ったり、人と仲良くして友達をもっ

とたくさんつくりたい。 

・みんなが優しく注意してくれて、今まで気付かなかったけれど、気付いてそれを直

せたので、あまり毒を吐かなくなった。 

・一生懸命にものごとをするようになった。 

・まわりの人の意見を聞いてじっくり進んでいきたい。 

    ※文中の   は、筆者がねらいに関わる表記と見取り、引いたもの。 

（P15,16の参加者の感想欄も同様）   
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図 11 ソロ後のミーティング 

めているように感じられた。そこで、全体でふりかえりの機会をもったり、少しの間ｄ

さんと他のメンバーを離して双方に相手のことを考えさせたりして、これからの自分自

身がどうしたいかを問いかけていった。 

3 日目後半から、関わり方が少し変化してき

た。相手を責めるのではなく、困っている状況

や気持ちを伝え合うことで、よりよく過ごせる

ようにお互いに努力しようと話し合った。各々

が仲間に支えられていることや自分はかけがえ

のない存在であることに気付き、いつしか「5

人みんなでゴールすること」がグループの目標

になっていった。 

ｄさんは最後までつらい場面に出会うと、「も

ういやだ」や「帰りたい」と言い続けていたが、

次第に泣くのを我慢しようとしたり、朝のスタート時に「今日はもう泣かない」と宣言

したりするようになった。ｄさんなりに努力していることが他のメンバーにも伝わり、

他のメンバーも、ただ文句を言うのではなく、ｄさんのがんばる気持ちが長続きするよ

うに励ましながらも泣かないことや自分の役割をしっかり果たすこと、他の人を待たせ

ないようにどんどん動くこと、自分の荷物をしっかり管理したり整理したりすることな

どを要求するようになった。また、ｄさんも、他のメンバーに対して励ましの言葉をか

ける場面が出てきた。 

4、5日目のソロの後のミーティング（図 11）で、ｄさんは「4人がいるから山を歩い

たりしているのかな。この絆を大事にもっていって、野活センターにゴールしたい。次

の日、家までもって帰って、学校でも生かしたい。」と語った。 

その後もずっと雨続きだった。荷物が重くなり、足はふやけ、寒い夜には身を寄せ合

って過ごした。この厳しい状況の中で、最後の 4 日間は 5 人が離れることはなく、泣い

たり励まし合ったりしながら、十種ヶ峰の山頂を見事に越え、めざす野活センターまで

たどり着くことができた。仲間意識をもちながら生活することで、達成感・満足感を強

く感じることができた 9日間だったようである。 

 〈参加者の感想〉 

・ 嫌なことも自分からしていくようになった。 

・ 仲間の大切さがわかったので、学校でも一人ひとりの友達をもっと大切にしていきた

い。 

・ 仲間は時には優しくて、時には厳しくていろいろ教えてくれた。 

・ 相手や仲間を思いやることができるようになった。（体調、気持ち） 

・ 外から見えていた山は、入ってみると、違った景色が見えてきた。 

・ きつい道はダメだと思っても登れた。我慢すればできないことはない。きつい部活も
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  ③ 事例からの考察 

これらのコースの中で、参加者たちは日常にはない状況下に追い込まれ、仲間と助け

合い、限界を目の前に感じながらも精一杯挑戦していった。その結果、今まで気付かな

かった自分の力を感じたり、達成感を共有したりすることができた。一人ひとりの弱さ

はお互いが励まし合い、同じ目標を乗り越えようとすることで克服されていった。 

インストラクターは、参加者の気持ちがねらいに向かって持続するように、山での生

活の技術を教えたり、活動の見通しがもてるように地図や行程についての情報を与えた

りする他に、グループとしての機能を最大限に発揮するよう配慮した。具体的には、出

会いの場ではネームゲームなどでよりよい雰囲気づくりに努め、毎日行う夜のミーティ

ングでは各々のめあてや気持ちを共有できる場を設定した。一日のできごとのふりかえ

りの中で、目標を達成するためには具体的にどうすればよいか、必要な言動は何かを話

し合う時間をもった。また、チャンスをとらえて話し合いの場をもつことでお互いのよ

さを認め合ったり、目標を確認し合ったり、周りのメンバーの気持ちに気付く機会をつ

くったりした。厳しい環境の中で我慢し、がんばっている仲間が他にもいることや、自

分も苦しい状況の中で他の人の手助けができる機会があることに気付かせた。そして、

日記への記入等で一人ひとりへの気付きをフィードバックしたり励ましたりしながら、

直面している課題を乗り越えられると信じて見守り続けた。 

共通の課題を達成するには、仲間の力が大切であり、よりよい関係で関わることが個

人の成長へとつながることが実感できた。 

 

３ 研究の成果と今後の課題 

（１） 研究のまとめ 

人がたくさん集まって、ただ時間を過ごすだけなら、他愛のない話をして時間を過ご

してしまうものである。そのような状況に、この集団をよりよく成長させようと意図を

もった人が現れ、課題を提供すると、課題達成のために話し合いが始まり、集団に関わ

り合いが生まれてくる。その課題達成に向けて、他者とのかかわりを体験することは、

人間関係をよりよくする有効な手段の一つといえる。 

この意図をもった人がファシリテーターであり、その意図がここでいう「ねらい」で

ある。より有効に活動を仕組むためには、ファシリテーターが集団あるいは個人のもつ

課題、ねらいを明確にし、伝えたいメッセージをもって活動を行うことが必要である。 

今回の研修では、このねらいをグループに合ったものにすることの必要性を話題にし

てきた。集団に合ったねらいを見極めるには、研修生の発達段階、知り合ってからの時

間などの客観的データの他に、グループがどのような状態にあり、どう関わり、何をめ

我慢できるだろう。 

・ つらくても苦しくても我慢できるようになった。 

・ 何事にも簡単にあきらめず挑戦するようになった。 



 - 17 - 

ざそうとしているのか、グループが発達段階のどの段階にいるのか、レディネス、心の

状態、身体から現れるサイン、身体の特徴や様子などの研修生一人ひとりの情報をファ

シリテーターが観察し、読み取っていくことが大事である。そして何より、グループの

メンバーがどうなりたいと思っているかを引き出すことが大切だということを、研修を

通して強く感じた。 

集団に合った、明確なねらいをもって体験活動などを仕組めば、集団は成長し、個人

も成長することが分かった。逆に、その集団の特性や段階に合った活動を仕組めないと、

よりよい人間関係を築くどころか、ぎくしゃくした人間関係を浮き彫りにすることもあ

る。ただ、そのことはグループの状態を把握する一要素ともとらえることができる。 

では、そのグループの思いとファシリテーターがねらいとしたいことにずれがある場

合、どうすればよいのか。 

その方法としてまず考えられることは、ファシリテーターがもっている力量でイメー

ジしている活動に引き込み、伝えたいことを感じさせるという方法である。ファシリテ

ーターがグループのもっとよくなりたいという思いを引き出すことで、グループはより

よい方向に成長する。 

それでも、力量で引き込めないときがあることは、研修を通して感じたことである。

その時は活動を止め、今のグループではうまくいっていないことをファシリテーターと

参加者が確認して、別の合っていると思われる活動に変える。つまり、できる時期がき

たら、その活動をやればよいのである。この場合、ファシリテーターが様々な活動を知

っていて、臨機応変に活動を変えていける力量が必要になる。臨機応変に別の活動を組

み立てられないときには、活動を止めて、今感じている参加者の不快感をふりかえりで

確認すればよい。そのうえで、心地よいグループになるためには、今何が問題なのかを

話し合うことで、グループの思いを現状に必要なねらいに近付けることができる。（図 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように考えると、課題がうまく達成できなくても、ねらいの設定が失敗したと

考えて否定的になる必要はなく、グループのメンバー、ファシリテーターともに現状を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 ファシリテーターの思いと、参加者のねらいがずれていたとき 
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知るきっかけにして、次の活動でめざすべきねらいを知る手掛かりにすればよいのであ

る。 

学級経営において、自分自身が AFPY を取り入れていくことができるようになったか

どうか、実際にはまだ分からない。しかし、現在の自分には、以前の躊躇する気持ちよ

り、実践的に活用していきたい気持ちが強くなったことは確かである。その理由は大き

く 4点あると考えている。 

まず、失敗しても大丈夫と思えるようになったことである。先に述べたように、ねら

いが実態とずれていて予想したような結果にならなくても、冷静に判断すれば対応でき

ると考えられるようになった。それは、うまくいくという最終的な結果だけを求めるの

ではなく、それに向かおうとする取組の過程を大切にする AFPY の考え方そのものであ

る。 

次に、グループの成長段階についての理解が深まったことがあげられる。グループに

は発達していく段階があるので、最初からまとまった集団にしようとするのではなく、

メンバー相互の思いを出し合える関係づくりの段階が必要である。だから、今がどの段

階かを見極めて、一歩ずつ次のねらいを設定していけばよいという視点がもてるように

なった。 

さらに、アクティビティの仕方より、何のためにアクティビティをするのかを意識で

きるようになったことである。常に、ねらいを意識していくことで、結果よりも活動に

意義を見出し、どう取り組んでいるかに焦点を当てることが大切だと思えるようになっ

たということである。 

最後に、ねらいは周りにいる者が一方的に設定するのではなく、一人ひとりがどうな

りたいかという気持ちやグループの課題を大切にしながら、一緒に組み立てていくもの

だということに気付いたことである。つまり、ファシリテーターに与えられる最初の課

題は、参加者の今の気持ちを知ること、活動後にどうなりたいかという気持ちや姿を引

き出すことだといえる。 

以上 4 点のことは、１年間で多くの団体のファシリテーターを経験したことで、理論

と経験をつなげて考えられるようになったことの成果であると思う。ここで見えた成果

である「ねらい」は、野外活動だけではなく、学級の学習・グループの活動等に結びつ

いていくと考えている。 

ファシリテーターとしての感覚は、経験により磨いていく必要がある。グループの成

長にはある程度の時間がかかり、子どもたちの実態に合わせたねらいの設定、継続した

働きかけが必要であることを踏まえると、学級のような集団においては、学級担任が最

も実践しやすい。集団宿泊学習のような非日常的な場面では、子どもたちが日頃見せな

い一面を出せるよさもある。そのよさも見逃さず、以後の学校生活に生かしていけるの

も学級担任である。学級担任にこのような視点があれば、学級経営にも人間関係づくり

のよさが取り入れられてくるだろう。 
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（２） 今後の課題  

  今回の研究では、自作のアンケートを使って、ねらいの達成度を分析した。しかし、

グループの状態を数値化した客観的なデータで発達段階を把握することができれば、ね

らいの設定が容易になり、現在の段階や成長の度合いを測る目安にできる。そのデータ

を取得するための手軽に使える検査方法を見つけ、活用していきたいと考えている。 

また、私と同じように、知ってはいるけれど AFPY を実践として生かせない仲間のた

めに、私が感じていること、失敗してきたこと、やろうとしていることを共有し、人間

関係づくりの楽しさやよさを伝えていきたい。 

そして、私自身が見取りの経験を積み、グループに合わせたねらいや活動を仕組める

ようになっていくことやずれが生じた時に、グループに合ったものに変更できる力を身

に付けていくことが大切である。これからも、自分自身が体験から学び続けたいと思う。 

 

最後になりましたが、研究の機会を与えてくださった山口県教育委員会、本研究に際し

てご協力いただいた各団体、山口県十種ヶ峰青少年野外活動センターの職員の皆様を始め

ご指導いただいたすべての方々に感謝いたします。ありがとうございました。 
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補足（レポート中の用語説明） 

 ※引用元の記していないものは筆者の解釈による説明 

P2 

・AFPY…他者との関わり合う活動を通して、個人の成長を図り、豊かな人間関係を築くた

めの考え方と行動の在り方を学び合う山口県独自の体験学習法。 

（山口県教育委員会 AFPYのリーフレットより） 

・アクティビティ…PAや AFPYなどで実施する一つ一つの活動。 

・グループの発達段階…P8～9 参照、グループは形成されてから課題達成に向かいながら

徐々に発達していく。その発達は４段階から構成されているという考え方。 

 

P3 

・ふりかえり…活動の途中や終わりに、今の状態や今までしてきたことに関して、メンバ

ーが「活動中に何が起こったか」を共有し、そのときの自分または他人の気持ちや

行動について確認したり気付いたりする場。そして、「起きたことから学べることは

何か」「それを今後どうするか」などを考える場でもある。 

・森チャレ…様々なゲーム、ローエレメント、ハイエレメントを使った活動をする。グル

ープ活動を中核とし、「人を信頼する心」を養ったり、自分自身を見つめ直し成長し

たりするために必要な葛藤や挑戦・達成感の体験を仕組む活動のプログラム。 

（「とくさがみね森のチャレンジコース」のリーフレットより） 

・エレメント（ローエレメント、ハイエレメント）…PAの活動をするために作られた、木

やワイヤーでできたアスレチックのような装置一つ一つのこと。比較的地上に近い

ところに設置されており、人と人とが直接的に支え合いながら安全を確保するもの

をローエレメント、命綱を使ったシステムで安全を確保する 10ｍ程度の高さのもの

をハイエレメントという。 

・アドベンチャー活動…日頃している行動の枠を一歩踏み出して少し勇気を出して挑戦しな

いといけない活動。「どうしようかな」と思うことをやってみたり、人前で話すのは

苦手だけれど仲間の前で自分の考えを言ったり、高いところに上がる挑戦をしたり

する活動などがそれにあたる。 

 

P4 

・ファシリテーター…AFPY などの活動のやり方を説明し、活動が始まるように仕組む役

割の人。現在のメンバーの状態を確認し合うように声をかけたり、ふりかえりの機

会を作ったりしてグループのメンバー間のかかわりがよりよくなるように働きかけ

る人。 

・セルフチェック…自分自身の調子を、体調面、気持ちの面でどのくらいの状態かをお互

いに見えるように指の傾きや腕の角度で示す活動。 
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P5 

・ルックダウンルックアップ…円形に並び、「ルックダウン」で全員下を向く。「ルックア

ップ」で顔を上げて、誰かの顔を見る。目と目が合う人がいたら、場所を交代する。 

・ジップザップ…円形になった中心に 1人が入り、「ジップ」と言って素早く誰かを指す。 

指された人は「ザップ」と言ってしゃがみ、両側の人は決まったポーズをする。間

違ったら、真ん中の人と交代する。 

・チキンベースボール…ゴム製の鶏のぬいぐるみ（以下、チキン）を使って、2チームが攻

守交替で得点を取り合う。攻めるチームは代表がチキンを投げたら全員が集まり、

一人がその周りをまわって 1周につき 1点を獲得する。守るチームはチキンを拾い

に行き、全員が一列に並んで頭の上、股の下と交互にチキンを受け渡し、列の最後

の人が受け取ったら「アウト」とコールする。攻守が交代し、次の回に引き継いで

いく活動。 

・ジャイアントシーソー…ローエレメントの一つで、10 数人乗れる大きな広い面のあるシ

ーソーを使う。複数人数で乗ってバランスを取り合う活動。 

・ニトロクロッシング…ローエレメントの一つで、2つの台とその間にぶら下がったロープ

を使う。一方の台に全員乗り、ロープを使って途中誰も落ちないように、もう一方

の台に全員が移る活動。 

・ネームジャグ…円形に並び、隣り合わない任意の 1 人に名前を呼びながら柔らかいボー

ルを投げる。全員に一巡するように投げ、最初の人まで戻す。その順番で複数個の

ボールを落とさないように回していく活動。グループで挑戦したいボールの数を決

める。 

・TPシャッフル…ローエレメントの一つで、電信柱を横に倒したような丸太を使う。チャ

レンジする全員が丸太の上に上がり、落ちないように違う並び方に並び替える活動。 

・バンパー…目を閉じる、歩き回る、早足になる等の活動の際、事故防止のために両ひじ

を曲げて自分の体の前に出したポーズ。 

・ギアチェンジ…歩く速さを 5 段階程度に設定する。車のギアを変えるように、指示され

た速さに合わせて、速さを変えて歩く活動。 

・イタリアンゴルフ…輪投げに使われるようなゴム製のリングを投げ合って、落とさない

ように目標地点に運ぶ活動。全員が触る、持って歩かないなどの制限がある。 

 

P7 

・ステープル…木の柱に固定してある U型の金属。それを手で持ったり、足をかけたりし

てハイエレメントに上がる。 

 

P11 

・ミニマムインパクト…環境への刺激をなるべく少なくすること。 
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P12 

・インストラクター…班のメンバーと一緒に行動し、指導やカウンセリングを行う。初期 

 の段階では技能や知識を教えることが多いが、だんだんメンバーどうしで話し合っ

て活動できるようにしていく。 

 

P13   

・ソロ…独りで過ごし、自分自身と向き合う活動。1人で過ごせるよう、時間・空間を確保

する。 

・ミーティング…メンバーが集まって、グループ内で起こったことやメンバーの気持ち、

これからどうしたいか等を話し合う活動。 

 


